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貴金属は、化学的安定性、電気伝導性、触媒能を有することから、工業的に広く用いられており、現

代社会において欠かせないものとなっている。しかし、生産量が少なく、埋蔵量も限られているため、

廃電子部品や工業廃液などの産業廃棄物からの貴金属回収の重要性が高まっている。貴金属の回収方

法として、種々産業化されているものの、均一・低濃度溶液からの貴金属回

収については更なる技術開発が必要である。当研究室では、貴金属回収方法

として、自己集合化能を有するペプチドを利用して、貴金属イオン濃度を局

所的に高め、希薄貴金属混合水溶液からの選択的回収が可能であると考えた

1, 2, 3, 4)。 

これまでに当研究室では、HAuCl4 と H2PtCl6 の希薄混合水溶液から金イオ

ンをより優位に還元鉱物化する最小ペプチド (RU0654-8：Ac-K-A-2Ant-K-I-

NH2) (Fig. 1) を得ている。本研究では、産業応用を指向して、

RU0654-8 の構造を基に、非ペプチド性の芳香族化合物 (diAntED, 

monoAntED) を設計・化学合成し、金選択的回収機能の評価を行っ

た。本研究で用いる芳香族化合物は RU0654-8 の構造を基に、金イオ

ンに電子を与えるためのアントラセン環を含み、AuCl4
-

取り込みのためのカチオンを含む構造とした (Fig. 2) 。 

合成した芳香族化合物を 1H-NMR、13C-NMR および

MALDI-TOF-MS にて同定した。芳香族化合物を低濃度

の塩酸に溶解させた溶液と、HAuCl4 と H2PtCl6 の希薄混

合水溶液を混合し、40℃、24 時間反応 ([HCl] = 0~1mM, 

[HAuCl4] = 50 µM, [H2PtCl6] = 50 µM, [Aromatic Compound] 

= 200 µM) させた。反応溶液の UV-vis スペクトルを測定したところ、すべての反応溶液にて 550 nm 付

近に金ナノ粒子特有のピークが得られた。次いで、遠心分離によって得た上澄み液を ICP-OES を用い

て残存イオン濃度を定量したところ、いずれの塩酸濃度条件においても金イオン還元率は 90%を超え

ていた (Fig. 3) 。 
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Fig. 1. RU0654-8 ペプチドの構造 

Fig. 2. (左) diAntED (右) monoAntED 

Fig. 3. 各塩酸濃度における金属イオン還元率 

(左) diAntED (右) monoAntED 
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